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論文内容の要旨
第1章　序鎗
外国詩習得過掛こおいて､学習者は様々に取り巻く環境の中､複合的な要断簡み合いながら言
請を獲得していく｡その音詩習得である外国誇学習､とりわけ､日本人における英静習得についても･
学習者の母籍以外の書籍の性巽､発嵐獲得を行う研究の鞍点から第二首静習得としての研究が盛ん
に行なわれている｡学習者は外国籍を習得する軌こどのような音給知款を身につけてい(のであろう
か｡第二言辞学習者がもつ音詩知識には次の5つ(母削､らの影響､発達段階･体系性､泉変性､完全
性)の主要な特性があると言われている(Towcu and hwkizs･ 1994)Bこれらの習得にかかわる特性の
メカニズムが解明されることが可能であれば､第二音詩習得研究も進展するといわれている｡
しかし､第二言辞習得研究は母韓話者の書籍獲得研究の蓄積や､バイリンガル研究のアプローチか
ら始まっており､母静話者に対して適応されるべき理論や方法論をそのまま第二宮祷習得に生かそう
とする偵向が,今日の日本における外国韓教育には原著に表れている｡例えば,音詩獲得の臨界期仮
説をそのまま外国籍習得に用いたり･外国籍の獲得に際して年齢こよって最も早い影響を受けるのが
発音であるということから､実践的コミュニトシヨン能力の育成には音声偏重の指導法油量され
たりもする｡また,受掛こおける美辞教育の弊害から､文法を習得することが､コミュニケーション
能力を阻害するといった謎蔵が､英語習得に定着している｡言論を構成する知識体系は音声のレベル
から統請､詩集等さまざまな知鼓の統合であり､特に外国静習得という点からは､音声習得の重要性
だけでなく､文法知款も同時に獲得､構築していくべきであるp
本博士論文では,日本人美鈴学習者の習得過掛こおいて､音声知課と文法知強がどのように影響し
合っているかを､共通項となる音声速度や学習者の習熟度との比較から検証･分析することを目的と
している｡またこれらの研究成果から第二首輪習得における日本人英静学習者への教育的開層に関し
ても提案を行なう｡
第2辛学習者の美好音声
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英語の音声特性の--つである､あいまい母音を音響的観点から分析したo音声速度の速い言語材料
における､あいまい母音のフォルマント周波数を計測して､ PctersonandBamey (】952)による英語の
各母音基本周波数域の範囲と比較した｡この研究において､速い速度で発話された際のあいまい母音
のフォルマント周波数は､音声速度が上昇することによる影響で普通の速度での発話と比べ､晃なっ
たフォルマント周波数が観察された｡またストレスのある母音と比べるとあいまい母音だけが音声速
度の影響を受けていた｡また､前後の子音環境とあいまい母音出現の関係においては,歯茎音､両唇
音､流音が特に影響する隣接子音として観測されたo　この日本語に存在しないあいまい母音の変化と
出現環境を分析することは､単に単-音素の音声特性の違いを比較するだけでなく､文法構造の基と
もなるリズムパターンにも関与している速度の変化によって､ストレスのある母音には見られない音
響的変化を検証することにもなった｡
次に､日本語のリズムパターンにない放き取りの困難要因となっているあいまい母音を､冠詞と先
行子音の間の無音区間の長さ及び無昏区間の明瞭さに著目して実験を行なった｡先行子音の無音区間
の明瞭､さが低いほど甘'と聴き取り､冠詞の持続時間が短い場合には`laHと聴き取り.長い場合には日払e■l
と聴き取る傾向が観測され､聴き誤りの要因に関係していること明らかとなった｡さらに,冠詞自体
の長さを伸縮した刺激音声を作成提示し､さらなる聴取手掛かりとなる要因を検討したD　すると冠詞
"a''は､冠詞の持続時間が仲良されると　Hthe''と聴き取られる傾向にあり､冠詞"theHにおいて
も先行子音の無昏区間が短くなるとりa"と聴き取られる回答率が増加したo　ただし. "theMについ
ては原音声によりさらに母音を伸長しても.冠詞の判断に対する影弓削ま少なく､ "the"の回答が増え
るという効果は見られなかった｡この結果から､日本人英語学習者はその昔自体よりも二次的音響特
性である良さを手掛かりに聴き取っていることが明らかとなった｡
これに加えて､英語とのリズムパターンの相違分析のため､強勢語の知覚実験を行なった｡強勢綿
のアクセントを日本人英語学習者は知覚できているかを､文法的事項である､ 4品詞の相違から観察
したo　その結果､動詞,名詞､形容詞に比べて､副詞内にあるアクセントのみ知覚に困難さが有意に
生じていた｡副詞内のアクセントでの音響特徴において､特にFO平均俵とFO. dB標準偏差値に顕著
な値の違いが観測されたか強勢語の音響的特徴がある特定の文法事項と関連していることが明らかと
なった｡
第3章　美辞教育における音声
第2車において､音声速度の変化が音の変化にかかわっており､そのことが日本人英語学習者の
英語習得に影響を及ぼしていることが明らかとなったので､第3車では､日本の初期の英語教育で提
示されている音声教材の妥当性についても検討を試みた｡学習指導垂範に準拠した中学生用の音声教
材は､英語母語話者に発話速度と比べるとかなり遅い速度であることが明らかとなった｡また､音声
分析対象項目には､日本人英語学習者が聴き取り困難と感じる機能綿を中心に取り上げ､これらの音
声が初期の英語教育で提示するに値するものであるかを､教材と同じ内容の英語を母語話者が読んだ
音声と比較･検証したoその結果､音声速度の変化に伴い起こる特徴的音声変化である口蓋酎ヒ､弾
音化､あいまい母音の脱落等は､提示音声教材からはほぼ検出されず､初期の英語教育では自然な音
声に触れる機会は与えられて得ていないことが判明した｡自然な発話速度で読んだ母語話者の発音で
起こる､昏声変化過程と発話時の口腔内におけるtj点者化､弾普化､あいまい母音の脱落時の調音点
を説明しつつ､単音ではない同時調音についての発音指導の重要さにも言及したo
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第4章文法･音声理解度と耽解能力
文法･音声理解度が読解能力とどのように関連しているかを､ RaudingTheory (読解処理速度理論)
(carver,1990)をもとに分析用テストとTOEICスコアから検証した.人は何かを｢読む｣際に､読み物
の内容や目的によって速度を変化させているといわれ英語母語話者の場合､リーディングの処理過
程において､ 5段階の読解処理速度の中心である､最適な読解速度(rauding rate)を使用している｡
Hirai(1999)は第二言論習得においても､日本人英諦学習者の聴解速度と読解速度は､情報処理プロセ
スにおいて､両者で同じ部分を共有している可能性があると報告している｡第2章で取り上げた､あ
いまい母音の音響的特徴の変化や,第3輩で分析を試みた音声教材の速度と関連している音声速度は､
読解処理過程においても関連があるとされる｡英語母紡話者において､検証済みである読解処理速度
と聴取速度の相関が第二言語習得者において影響があるか検証を試みた｡また6ケ月間の学習後､そ
れぞれの能力が向上したかを測定する上達度分析も行なった｡その結果､読解速度とTOEICリスニン
グスコアの相関が､高いことが観測された(rg.727755)｡読解速度とTY)EICリーディングスコアの相
関も準じて高いことが観測された(r-0.650354)｡ T10EICトータルスコアと読解速度に高い相関
(rq).760961)も見られたo　さらに､請衆力という要因に関して､語資力とTOEICリーディングスコア
との相関(I-0.774862)は商いが,それと比べ､ mEICリスニングスコアとの相関は低い傾向にあること
が観測された(r-0.564381)oこの点において､読解速度と請負jjはリスニングスコアに泉なる寄与率が
明らかとなった｡日本人英語学習者において､音を処理する速度(聴取処理速度)と､読解における処
理速度の関連が､第二言語習得に関しても検証された｡
第5章美希文法構築と英詩教育における文法
第5章では習熟度の違う日本人英語学習者が､どのように文法を構築しているかを検討する｡こ
こではアウトプットとしての第二言語が運用に至るまでの習得過程のプロセスにおいて､構築過程を
調査するために文法知識を6簡域に分類し,体系的に網羅した60間から構成されている英文法テス
トを施行した｡調査対象項目はl)全体の正答率と全体の領域別正答率､ 2)領域別正答得点分布､ 3)
各領域内聞確聞での正答率､ 4)全問題別得点数､ 5)成績別グループにおける簡域別正答率､ 6)成績
別グル-プ間の鎖域別正答数､ 7)自由lpj答における回答例の7項目であるo敵城別正答率は全体では
上位ゲル-プが平均88.8%､下位グル-プが69.0%と､約20%の差があった.上位グル-プの特徴と
して言えることは､領域A､ Eが低く,学習指導要領において敏域Aに相当する品詞の項目は詳細に
は扱わないことが反映されていた｡双方のグループとも正答率が高かったものは､時制と5文型の額
域BであるC額域別得点分布では.領域によって下位ゲル-プが多く得点している問題も見られた｡
また､項目7)のような自由回答では困難さが観察されたので､さらに学習者の習熟度過程を検討す
るにはテキストマイニング分析を行なった｡
第二言語学習者の誤答分析では､学習者の誤りには複雑な要因が絡み合い数量化できるものでもな
く､特に選択肢から解答を選ぶテストではない自由作文においては､評価する側の観点の問題も生じ
てくるoそこで第5輩後半では自由作文した英語を､誤答分析ではなく､テキストマイニングにより
抽出した単語頻度や係り受け､さらには文法事項(完7形､関係代名詞､分詞､受動態､仮定法)の
特徴分析から､習熱度別2グル-プ間の特徴的な構築過程の検証を行なったC　上級者グループは単語
数を多く用い､中級者ゲル-プではみられない単語を用いて作成する傾向にあった｡また､特徴分柄
では､難しい言い回し及び文を構成する関係代名詞等の使用を｢回避｣する傾向にあることが明らか
となった｡また4章で取り上げたように､文法知識のみならず4技能も相反関連して習得が進んでい
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くことが,使用する綿*の種類からも観察できた｡習熟産別グループごとの特徴的な構築過程の検証
を試みた結果､習熟度が反映した文法習得の構築過程が観察された｡
第6辛括論
音詩習得は総合的言辞知就体系の獲得であり､それぞれが相互に作用しあいながら､青韓知識を
身につけていくものである｡それは母静の首靖やバイリンガルの音詩獲得にも言えることであり･第
二音詩習得はそれらの研究の上に形成され進展を遂げている｡しかしながら､これらのさまざまな言
論獲得方法理論はそのまま第二青緑習得法へと移行されコミュニケーションのための英静習御柱
流の方向へと向かっているのが､日本における現状である｡たとえコミュニケーション能力の四技能
を獲得することが目的であっても､文法知識は体系として習得する必要が第二言語学習者としての日
本人英語学習者には必須であり､そのことが音声習得の手助けともなりうることが本博士論文から示
唆された｡第6章では本研究で行なった日本人美希学習者の音声と文法習得の相互影響の関係につい
てまとめ､本論文の総括を述べた｡
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論文審査結果の要旨
臨界期仮説などで特徴づけられる現在の第二言論習得研究では､母詩の獲得過程の知見や研究方法を第二
言語の習得にそのまま適用しようとするきらいがあり･それに基づくコミュニカティプ･アプロ-チによる
指導法では,特に自然発話の音繕膏の習得に力点が置かれている｡一一九第二言請と母請の習得は即勺に連
ぅという見方も強くある｡本論文は､英韓の母語話者と日本人学習者による母音を音響音声学的に分析し･
鋼昏音声特徴やリズム･パターンの実験的考察､読解処理速度と聴取処理力との相関の分析を通して､第二
言拍習得における文法知識の重要惟とその獲得過程を明らかにしようとしたもので･全編6尊から成るo
第1草は序論であり,問題の所在と本研究の朗勺を述べている｡
第2車では､英語の冠詞に含まれるシュワ膏と強勢母音の音菅的特徴を対照し･通常速度での発話との比
較で前者が音声速度の上昇の影響を受け､フォルマント周波数が大きく変異することを観察した｡これに関
連して,日本人学習者による冠詞の聞き取り実験を行い､持続時間の長矧こより定冠詞と不定冠詞の聞き取
りに誤りが任じやすいことを観察したoこれらの結果は､フォルマントや長さなどの普声特徴が､リズム･
パタ-ンの基礎となる文法構造と直接関わることを示しており､音響音声学的にきわめて興味ある新たな知
見となっている｡
第3草では､ u本人英さ行学習者向けo)初期教材の昏声資料をJJJ析し､発訴速度の変化によって挺こる特敬
的音声変化であるロ養音化､禅音化･シュワ音の脱落などが含まれず･自然な英語音声に触れる機会が与え
られていないことを明らかにしている｡
第4章では､英的母語話者との比較の中で､日本人英治学習者の統解速度と聴解処理力との相関について､
TOEICスコアを用いた確認調査を行っている｡その結果､読解速度とTOEICリスニングスコアとの相関が､
読解速度とTOEICリーディングスコアとの相関以上に高いことを明らかにしており･音声理解における文法
知識の関与を示唆している｡
第5章では､第二離宙の学習者が第二肴綿運用に挙るまでの文法構築過程を明らかにするため習熟度別学
習者グル-プを設けて文法事項習得の調査を行っている｡文法項目別に作成した応答テスト結果と自由作文
をテキストマイニングにより分析した｡文法領域ごとの正答率および自由表現テキストで使用された文法項
目の多寡とそこで使用された論集の特徴を詳細に分析し･第二言語習得における文法知識の構築を定量的に
捉えた結果を得ている｡
第6車は､結論と今後の研究上の展乳および外国繕教育の教材編集に対する撹首を述べている｡
以上､要するに､本論文は,学習者の音響音声学的聴取実験､英綿教育音声教材調査､読解凍解処理能
力の相関分析､学習者の習熟度と文法構築過程の分析などを通して,第二離百習得の過程における文法知識
の関わり方を明らかにして､第二菖韓習得研究の新しい方向性を示唆したもので･情報科学および言蹄習得
を含む言論学の進展に寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は.博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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